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深浦式土器に見る文様割付の時期的変化について
－細山田段遺跡を中心に－

相良典隆，森えりこ
                                                    
                  Tenporal change to Design Layout System of Hukaura pottery with a focus on Hosoyamadadan Site

Noritaka Sagara,　Eriko Mori

　本稿では，細山田段遺跡から出土した深浦式土器を中心に，縄文時代前期末から中期にかけての土器型式を対象と
し，それぞれの文様割付の分析を行った。分析の結果，深浦式土器は４単位という区画の基準をもち，同時期に存在
した他系統の土器型式では多区画や変則区画型の文様割付が見られ，後続する春日式土器では区画数の多様化が見ら
れた。

キーワード　深浦式土器，文様割付

１　はじめに
　細山田段遺跡では，平成 25 ～ 27 年度の発掘調査
において，縄文時代前期末から中期と考えられる土坑
178 基とともに多くの深浦式土器が出土した。
　深浦式土器は，南九州の縄文時代前期末から中期前葉
に位置づけられる土器様式で，主に貝殻連点文や突帯文
により幾何学的モチーフを描く。曽畑式土器様式の系統
を引くもので，併行関係にある鷹島式土器や船元式土器
の影響を受けるが，地域性の強い土器様式である（相美
2008）。
　深浦式土器の文様は，貝殻連点文や突帯文・沈線文・
相交弧文などを用いて，直線的あるいは曲線的なモチー
フを描くことに大きな特徴がある。本稿では，深浦式土
器の日木山段階から石峰段階，そして最終段階である鞍
谷段階に至る型式の変遷にともなって，区画数や文様
割付の意識がどのように変化していったかを調べ，その
時期にどのような施文の計画性があったのかを検討した
い。また，同時期と考えられる他系統の土器や後続型式
である春日式土器についても，可能な限り割付タイプの
分類を行い，比較・検討をしたいと考える。

２　細山田段遺跡について
　細山田段遺跡は鹿屋市串良町細山田および曽於郡大崎
町持留に所在する。遺跡は肝属川の支流である串良川と
持留川に挟まれたシラス台地の西端に位置する。標高は
約 90～ 100 ｍである。
　細山田段遺跡は縄文時代早期から古墳時代の複合遺跡
であり，前述のとおり特に縄文時代前期末から中期にか
けての遺構・遺物が充実しており，深浦式土器のほかに
野久尾式土器や大歳山式土器・鷹島式土器・船元式土器
などが出土している。

３　深浦式土器について
　深浦式土器の特徴として，まず貝殻連点文・突帯文・
沈線文を主文様とした幾何学的な文様を描くことが挙げ
られる。底部の形態は丸底あるいはやや尖り気味の丸底
を呈している。相美伊久雄氏によって「日木山段階」「石
峰段階」「鞍谷段階」の三段階に細分されており（相美
2000・2006 ほか），段階が新しくなるにつれて「貝殻
連点文を主文様とするものから突帯文を主文様とするも
のへ」「直線的モチーフから曲線的モチーフへ」「口縁部
が外反・直行しているものから口縁部が内弯しているも
のへ」といった変容が見られる。ただし，施文がなされ
ず地文の貝殻条痕のみ，または無文の土器が各段階に存
在している（相美 2008 ほか）。
　日木山段階は，貝殻連点文，相交弧文，貝殻連点文＋
突帯文が主文様要素で，直線的なモチーフを描いてい
る。貝殻連点文＋突帯文の場合は，口縁部に数条の突帯
文を巡らせるもので「片野タイプ」と呼ばれる（桒畑
1986・1993）。口縁部は外傾・外反し，口縁部に山形
の突起が付くものもある。
　石峰段階は，突帯文が主文様要素で直線的なモチーフ
を描く。縦位に貼り付けられた２条突帯が特徴的である。
口縁部は外傾・外反・直行し，口縁部に山形の突起が付
くものもある。
　鞍谷段階は，突帯文が主文様要素で曲線的なモチーフ
を描いている。外面に縦位の貝殻条痕を施すものもある。
口縁部は直行・内弯し，波状口縁が増加傾向にある。
　時間的な位置づけとしては，出土遺跡における伴出・
共出状況（相美 2000）や器形・文様に見られる大歳山
～船元Ⅱ式との共通性・類似性（相美 2011 ほか）から，
日木山段階が前期末～中期初頭（大歳山式～鷹島式併行
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期），石峰段階が中期初頭（鷹島式～船元Ⅰ式併行期），
鞍谷段階が中期前葉（船元Ⅱ式併行期）と考えられる。
　なお，細山田段遺跡では，片野タイプとみられる資料
の出土量が多く，典型的な石峰段階が少ないという特徴
がある。

４　対象資料と方法
　本研究の対象資料となる深浦式土器だが，細山田段遺
跡で出土した資料を中心に分類を行う。ただし，より多
くの資料から傾向を探るために，桐木耳取遺跡や上水流
遺跡等の出土土器も対象資料を選別して分類を行う。ま
た，深浦式土器との関係性が考えられる野久尾式土器，
併行期にある大歳山～船元Ⅱ式土器，後続すると想定さ
れる春日式土器の区画数や文様割付を観察し，どの時期
にどのような変容があったのかを検討する。
　測定・分類の方法は，小林謙一氏の文様割付の研究（小
林 2000）を参照した。波状口縁の波頂部などのアクセ
ントとなる文様単位の中心点や，口縁部外面の文様の区
切り等を割付の起点・終点とし，分割された区画の境界
線を１，２，３…と表す。測定の結果を第１図のように上
から見た模式図として記録する。なお，胴部に口縁部と
は異なる区画の意識が明瞭に見られた場合や，胴部の文
様が口縁部の割付にあっているものは，二重の円で外側
に口縁部，内側に胴部の境界線を記録するものとする。
得られた結果を集計・分類し，そこから文様割付の時期
的変化について検討する。
　割付タイプの種類については，小林氏の名称を用いる。
第２図のようにＡ～Ｃの３種類に分類する。割付タイプ
Ａは「均等割付型」で，４，５，６，…10 単位など，ほ
ぼ等間隔で正確に割り付けられたものである。割付タイ
プＢは「変則区画型」と考えられるもので，意識的に等
間隔でない変則的な区画割付を行うものである。割付タ
イプＣは，区画の計画性が感じられず製作上の成り行き
で施文していくもので，「成り行き型」とする。分析資
料の一覧を第１～３表に，分析した主な土器を第３・４
図に示す。

５　考察
　第４表は，細山田段遺跡およびその他の遺跡から出土
した深浦式土器の割付タイプ・区画数の分類結果をまと
めたものである。
　細山田段遺跡では，日木山・石峰・鞍谷の三段階をと
おして，４単位を基準に製作されたものが９割以上を占
めていた。口縁部と胴部の区画数が異なるものについて
も，まず口縁部を４単位に分割し，その区画をさらに均
等に分割することで胴部に８単位の割付を施したことが
うかがえる。鞍谷段階でＢの変則区画型が１点見られた
が，Ｃの成り行き型は見られなかった。

　上水流遺跡では，細山田段遺跡に次ぐ 24点の資料を
確認したが，その８割以上が４単位のものであった。そ
れ以外の資料も，口縁部の４単位をもとに，胴部を４な
いし８分割したものであった。
　桐木耳取遺跡では，日木山段階と鞍谷段階で４単位の
もののみが確認された。石峰段階については，区画数を
確認できる資料がなかった。
　細山田段遺跡・上水流遺跡・桐木耳取遺跡以外の遺跡
から出土した資料も，４単位やそれを基準に胴部のみ８
単位に分割したものがほとんどだったが，２点のみそれ
ぞれ変則区画型と成り行き型に分類した。変則区画型に
分類した 57は，均等割付型の４－８単位に似ているも
のの，胴部の最後の区画のみ縦位の連点文が２本入って
３分割されている。ただし，均等な分割ではなく雑な印
象を受けることから，意図的な変則区画ではなく製作上
の間違いである可能性もある。成り行き型に分類した
58は，最後の部分を除いてほぼ等間隔で文様が配置さ
れており，文様製作の計画段階で区画の分割は行わなく
ても，何らかのスケールを用いて施文していたことが想
定される。
　縄文時代前期末から中期前葉まで作り続けられた深浦
式土器だが，第４表の分類結果から，日木山段階から鞍
谷段階まで一貫して４単位を基準に文様割付が行われて
いたことが見て取れる。資料数が少ないため想定の域を
抜けないが，各段階において器形や主文様要素の変容が
ありながらも，基本は波状口縁や口縁部に山形突起を配
置して４単位に分割し，その区画を胴部に延長して４ま
たは４の倍数で文様を割り付けていくという製作方法が
存在していたと考えられる。
　第５表は，深浦式土器および同時期と想定される土器
型式と，後続する春日式土器の割付タイプ・区画数の分
類結果をまとめたものである。
　36は日木山段階と併行期にある大歳山式土器であり，
口縁部に緩やかな８つの波頂部が見られる。ただし，胴
部には縄文を施しており，割付の区画という意識は感じ
られない。
　92は条痕文土器であり，波頂部が尖り気味の４単位
の波状口縁である。胴部が欠損しており，文様の単位は
確認できない。
　野久尾式土器は野久尾遺跡から出土した１点を除いて
は，桐木耳取遺跡から出土したものである。均等割付型
から成り行き型までバラエティに富んでいる。84～ 87
は均等割付型で，ミミズばれ状の突帯によって，それぞ
れ４・６・10単位に分割されている。88はＶ字状のア
クセントで３単位に分割されるが，等間隔ではないため
に変則区画型に分類する。89は口縁部に３か所の大き
な突起があり，そこを基準にミミズばれ状の突帯数条で
構成されるＶ字状の文様が，胴部のくびれ部分に向けて
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６か所配置される。欠損が多く突起やＶ字状の文様の配
置が想定であるため，88と同じく変則区画型に分類す
る。90 も欠損が多いが，口縁部の突帯によりやや不揃
いではあるものの 11単位に分割されると想定できるた
め，成り行き型に分類する。
　93の船元Ⅰ式土器は，６単位に分割される波状口縁
をもつ資料と想定される。船元Ⅱ式土器の 94・95 は，
胴部の文様区画が正確には確認できないが，それぞれ４
単位と４－８単位に分類する。96 と 97 は，欠損が多
いものの，それぞれ５単位と 12単位に分類する。
　上水流遺跡から出土した春日式土器は，均等区画型の
４単位より５・６・８・10 単位が多く。また，変則区
画型の５単位として分類した 118・119 は，区画の幅
が不均等で，意図的な変則区画というより製作上の間違
いを修正しようとした結果のような印象を受ける。当初
の計画性を無視しているという意味では，成り行き型に
近い。鷲ヶ迫遺跡から出土した 122 ～ 124 は４－４単
位・４－８単位に分類する。春日式土器の区画数の割合
は，４単位以外が５割を超えており，区画数の多様化が
見て取れる。近年の発掘調査でも，中津野遺跡から５単
位を数える春日式土器（125）が出土している。
　今回，区画数が確認できた資料は 125 点である。そ
のうち，深浦式土器は 82点あり，口縁部が４単位とな
るものが 78点となり，９割以上を占めていた。しかし，
同時期に存在した他系統の土器については，４単位以外

が６割を超えており，深浦式土器の状況とは異なる。ま
た，後続する春日式土器についても，４単位以外が５割
を超えている。ではなぜ春日式土器には，このような区
画数の多様化が見られるのだろうか。
　細山田段遺跡の出土土器の年代測定において，深浦式
土器や野久尾式土器の存在していた時期が，関東地方の
縄文時代中期土器である五領ケ台～加曽利ＥⅠ式と重な
ることを裏付ける結果が出ている。小林謙一氏によれば，
五領ケ台式期は口縁部・胴部ともに４区画が中心である。
勝坂１式期から勝坂３式期になると，口縁部は４区画で
あるものの，胴部は区画多様化の傾向がある。そして，
加曽利Ｅ式の前半期は４または６区画が中心，後半期は
胴部の多区画化という時期別の変化が見られる（小林
2000）。南九州においては，４単位という基準を持ち続
けた深浦式土器と，多区画や変則区画が見られる野久尾
式土器，船元Ⅰ・Ⅱ式土器やその他の土器型式が交流を
図りながら，春日式土器に見られる文様割付・区画数の
多様化に影響を与えたのではないかと推測する。

６　まとめ
　本研究を通して，以下のような点を確認できた。
（１）深浦式土器は，日木山・石峰・鞍谷のどの段階に
おいても，４単位という区画の基準をもつ。波状口縁や
口縁部の山形突起で分割された区画が胴部文様の区画と
連動し，４単位を主体とした文様構成になっている。
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（２）野久尾式土器や大歳山式土器，船元Ⅰ・Ⅱ式土器
に見られる多区画や変則区画の文様割付が，深浦式土器
の４単位を基準とする製作方法と交流を図りながら，後
続の春日式土器に見られる文様割付・区画数の多様化に
影響を与えた可能性がある。

　本稿は，職員研修の一環である令和元年度実務向上研
修で発表した相良の研究論文をもとに，令和２年度刊行
の『細山田段遺跡２』で報告した資料を追加し，森が加
筆・修正を行った。
　本研究に際して，文様割付の分類資料数の目標を 100
点に設定した。資料の点数こそ目標を達成したものの，
文様割付・区画数の時期的変化を追うにはまだまだ資料
が少なく，今回はおおまかな傾向を探るだけで終わって
しまった。今後さらに多くのデータを収集・蓄積し，時
期だけでなく地域ごとの文様割付についての製作方法・
計画性の違いなども調べていきたい。
　本研究を進めていく上で，立神倫史氏には多くの貴重
な御指導・御助言を頂いた。この場を借りて，感謝の意
を表したい。
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興財団埋蔵文化財調査センター発掘調査報告書（6）
　2021『細山田段遺跡２』公益財団法人鹿児島県文
化振　興財団埋蔵文化財調査センター発掘調査報告書
（35）
志布志町教育委員会 1979 『野久尾遺跡』志布志町埋蔵
文化財発掘調査報告書
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